
様式第２号(第３条関係) 

 

令和 7年 7月 1日 

竹富町議会議員 

三 盛 克 美 殿   

竹 富 町 長 

（ 公 印 省 略 ） 

政務活動費交付決定通知書 

竹富町議会政務活動費の交付に関する条例第６条の規定により、下記のとおり政 

務活動費の交付を決定したので通知します。 

記 

１ 交付決定額 金 2 70 , 0 00 円 



















視察先：与論島 小規模多機能型居宅介護事業所「fui.duel」 

内容：視察研修及び就業体験 

日程：7 月８日～１０日 

参加者：三盛克美・玉元志帆（社協介護ヘルパー） 

  

  

【視察の目的】 

竹富町においても高齢化が進む中、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる介護体制

の整備が急務となっています。今回の視察では、与論島で「地域に根差した介護」の実践を

行う川畑智美氏が代表を務める事業所「fui.duel]を訪問し、地域住民、利用者・家族に寄り

添う具体的な取り組みを視察・体験することで、竹富町の介護の在り方を見直すためのヒン

トを得ることを目的としました。 

  

  

～視察を通しての学び～  

与論島の「fui.duel」では、利用者一人ひとりの生活背景を深く理解し、介護サービスを提

供している姿が印象的でした。地域に根差し、家庭的な雰囲気の中で、利用者・家族・職員

がともに支えあう関係性が構築されており、利用者の「住み慣れた場所で最後まで暮らした

い」という思いにこたえる仕組みが根付いていました。 

特に小規模多機能型居宅介護というサービス形態は、通所、訪問、宿泊の 3 機能を柔軟に組

み合わせることができるため、離島のように医療資源や人材に制限がある地域において非

常に有効なモデルであると感じました。 

また、現場で働く職員の笑顔や、利用者とのあたたかな関係性からは「介護はつらい仕事」

ではなく「やりがいのある仕事」としてとらえられていることが伝わり、若者が将来の職業

として介護を選択するためのヒントが多くありました。 

竹富町では現在、小規模多機能型介護施設の導入が計画として掲げられているものの、様々

な課題から実際の整備や実現には至っていません。今回の視察を通して、限られた人材・資

源の中でも地域に根差した介護を実現する仕組みの必要性を現場の視点から深く学ぶこと

ができました。 

今後も町民の声に耳を傾けながら、行政と連携し、町の実情に合った形での小規模多機能型

サービスの導入実現に向けて、議会の場を通じて継続的に提案を行っていきます。 

 



  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 訪問税条例 賛成多数で可決！ 

竹富町では来年の導入を目指し、訪問税条例が可決されました。 

本条例案は来島者に一律 1,000 円を課す内容ですが 

私は以下の理由で反対しました。 

 

反対の理由・・・ 

１， 船会社との合意不足 

船会社は「100 円や200円なら協力可能」としていて 

1,000 円は高すぎるとの声があります。 

それを無視して進めれば信頼関係を損ないます。 

２， 観光客減少の懸念 

交通費が高い離島でさらに 1,000円を課すことは、 

特に家族連れや若年層に負担となり、観光全体に影響を与えます。 

３， 使途の不明確さ 

どのように観光客や町民に還元されるかが明確に示されていません。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

2025年 6月 定例議会  

■訪問税条例の今後の流れ 
 
6月議会で訪問税条例は可決されましたが、これで

実施が決まったわけではありません。 

・次のステップ：総務省へ同意申請 

（訪問税は地方税法に基づき、国の同意がなけれ

ば実施できません） 

・同意が得られない場合：来年度の実施はできな

い 

・同意が得られた場合：制度設計・周知を経て来

年度以降に実施される。 

実施されれば町の財源確保につながる 

 

 

・現状：条例は町議会で可決 

・次のステップ：総務省へ同意申請 

◆離島ターミナル内 訪問税徴収イメージ 

町では、離島ターミナル内に改札ゲートや券売機を

設置して徴収する方法を想定している。 

（ターミナル内の港側・入り口に 3つのゲート設置） 
 

 ➡ 徴収や案内には常時職員の配置が必要とな

り、人件費が大きな課題！ 

中と外に計 5人を常に配置 

するのは現実的に難しいの 

ではないかと懸念しています。 
 

 

 

 

 

通信
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元気もりもり！ 笑顔もりもり！ 希望もりもり！  

 
 
 
 
 
 

竹富町議会議員       

三盛 かつみ 
住所：竹富町上原６５８－１    

TEL：090-9593-6030 

 

 

 

 

 

 

 

私の意見・・・ 

訪問税そのものを否定するのではな

く、観光や船会社との協力を重視し、

まずは小額から始めるべきと考えて

います。 

また、徴収のために初年度に設備投

資（改札ゲート等）、次年度以降も維

持費、人件費で年間多額の支出が発

生するのに、その費用対効果が町民

に十分に説明されていない点も疑問

です。 

1000円を徴収するために毎年これ

だけの支出をすることが果たして本当

に持続可能か？ 

町は合意形成より先に実施を急いで

いることが問題。拙速すぎると思う 
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■主な取り組み 
 
１，情報提供・相談窓口 

町ホームページや役場窓口で情報を発信し、相談

を受け付けます。 
 

２，空き家の流通・リフォーム支援 
・中古住宅の調査や新しい賃貸制度の情報提供 

・リフォーム助成（断熱化・耐熱化・バリアフリー

化）を活用し、安心して取引できる環境づくり 
 

３，空き家や跡地の活用促進 
・空き家や跡地を地域活動や観光資源に活かす 

・所有者と地域が一緒に利活用を考える仕組みづ

くり 
 
４，竹富町独自の取り組み 

・空き家等掲示板制度（空き家バンク） 

で物件情報を公開 

・伝統的住宅（古民家）の再生・相談窓口を充実 

・古民家を地域資源と捉え、所有者・地域が協力

して再活用 
 
 

◆◆目指すこと◆◆ 

・管理されない空き家を減らす 

・住宅としての活用や移住者支援につなげる 

・観光や地域活動に役立て、町全体を元気にする 

 

 

 

竹富町空き家等掲示板のお知らせ 

◆空き家をお持ちの方へ 
 
移住やⅠ・Ùターンで住まいを探している方が
います。空き家をお持ちの方、この機会に掲示
板へ登録・活用してみませんか？ 

 

◆住まいを探している方へ 

町内で活用できる住宅が整い次第、竹富町空き

家等掲示板に掲載します。 

住まい探しの情報収集にぜひご活用ください。 

 

 

 

  

 

 竹富町空き家対策計画を策定！ ～空き家の流通と活用を進めます～ 

 

 

 

６月議会では、総額 2億 3197 万円の補正予

算が可決されました。教育環境の整備から観

光、住宅や防災、港湾、町民生活にかかわる事

業が盛り込まれています。 
 

◆観光・交流 

・総合案内窓口・町民待合所設置・・・2,932万円 

・世界遺産センター設備工事・・・2 億 2,390万円 

 展示工事・・・4 億 8290万円 
 

◆教育施設 

・学校修繕（西表小中放送設備・黒島小中外壁・ 

       鳩間小中体育館）・・・1,568万円 

・全小中学校の電子黒板他・・・・・・1,286万円 

・西部調理場 運搬トラック購入・・・1,000万円 
 
 
 
 

◆防災・港湾 

・ヘリポート灯火設備 LED化工事 

（小浜、大原、住吉）…8322万円 

・波照間荷捌き場 新築工事・・・8,547万円 

・住吉防災拠点施設建築工事・・・2億 4013万円 

          設備工事…1億886万円 
 

◆生活・住宅 

・町民専用シャトルバス運行・・・・300万円 

・大富団地建替え工事・・・・3 億 74５万円 

６月補正予算 可決   ２億３１９７万円を増額 

竹富町住宅リフォーム支援事業 
町民の皆さんが安心・快適に住み続けられるよう

に、住宅のリフォーム工事に補助を行います 
 
◆対象工事 
・耐震化 
・断熱化 
・バリアフリー化（手すり、段差解消など） 
・その他、町が認める住環境の改善工事 
 

◆補助内容 
・工事費用の一部を町が補助します 
（補助率や上限額は要綱をご確認ください。） 
 

◆申請方法 

申請書類を役場町づくり課へ提出して下さい 

町HPから様式をダウンロードできます。     

 住まいの改善にぜひご活用ください 
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１，西表島農作物の出荷場整備と維持管理支援について 

◆現状は・・・ 

・出荷施設は昭和 56 年に整備されてから 44 年が経過。 

天井や壁の劣化が進み早急な修繕や建て替えが必要と町も認識しています。 

◆課題は・・・ 

・新しい施設整備を生産組合が断念。理由は、利用料負担の大きさや高齢化に 

よる不安。町としても農家の経済負担が重いと受け止めています。（組合員は 7 名） 

◆今後の町の対応・・・ 

・施設整備の必要性はあると認識。農家や関係機関と協議を続ける。 

維持管理の負担が大きくならないよう支援策も検討する。 

新しい施設整備費は約 3 億円、年間利用料は約 70 万円を想定。（光熱費は未算出） 

～町への要望～ 

竹富町の農産物という宝を守り、ブランド化や若い世代の継承につなげるため 

農家が安心して利用できるよう、費用負担の軽減策を強く求めました。 
 

２，鳩間島～上原航路 ダイビング船の活用について 

・運行：毎日運行を想定。ただし需要を見ながら地域、業者と調整。 
・協力業者：１～２業者が協力に前向き 
・周知：協議が整い次第、地域に説明予定 

～町への要望～ 

生活の足として欠かせない航路です。 

将来的な船の導入も視野に入れまずは確実に実行するよう強く求めま 

した。 
 

３，マルバネクワガタ採取規制強化に向けた動きは？ 

◆現状は… 

マルバネクワガタの採取による自然破壊や住民とのトラブルが深刻化している 

昨年、私が実施したアンケートでも「住民とのトラブル」が最多でした。 

◆町の対応 

条例改正に向けて課題整理や外来種対策を進めています。昆虫・法律・環境の専門家、 

国・県、学術経験者などで審議会を構成予定です。 

◆今後の予定 

9 月の採取シーズン前までに審議会を開催できるように調整する。 

必要に応じて条例改正や告示を行い、規制強化とトラブル回避を目指します。 

 

４，町営住宅の「近傍同種家賃」について 

◆近傍同種家賃とは？ 

公営住宅法に基づき、民間賃貸住宅と同程度の水準になるよう建築費や構造、築年数 

などを基に算出される家賃です。 

◆現在の状況・・・令和 6 年 3 月末時点で、町内で適用されたのは 1 世帯のみ（すでに退去） 

◆町の答え 

町単独での軽減制度は難しい。今後は国の制度見直しに合わせ、調査研究を続けていきます。 

  ～町への要望～ 

離島特有の高い建設コストが考慮されない現行制度は実情に合っていません。町として国や県に、地域の

実情に即した補正を求めていただきたいと強く要望しました 

 

 

あなたの声を町政に！ ～町民の皆さまから寄せられた声をもとに一般質問しました～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも・・・ 

現在の運行時間では、 

鳩間島から上原へ日帰り

できず、1 泊が必要にな

るとの相談を受け、船会

社に時間調整を要望でき

ないかを問いました 
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・出発 ： 離島ターミナル 

・時間 ： 9：30 / 11：45 （1 日 2便） 

・利用条件 ： 離島割カードの提示が必要です 

・運休日：八重山病院休診日（土、日、祝） 他 

お問い合わせは 政策推進課

へ 

 

 

 

 

生ごみ処理機・処理容器の購入に補助が出ます！ 
 
・受付期間：令和 7 年 7 月 1 日～9 月 30 日 
・受付窓口：役場町づくり課・各出張所 

◆補助内容 
・生ごみ処理機…最大3万円 
・生ごみ処理容器…最大3千円 

◆手続きの流れ 
①申請書を提出（購入前） 
②交付決定を受ける 
③処理機・容器を購入 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

コミュニティ助成事業 募集 

地域の活動や施設整備を応援する助成制度です。 
 
・一般助成：活動に必要な整備（消耗品は除く） 

・センター助成：集会所などの建設、大規模修繕、備品整備 

・青少年育成：スポーツや文化活動、学習など、親子参加の

イベント 

・地域づくり：すべての住民にやさしい町づくり、地域資源

を活かした特色ある取り組み 

申請期限：令和 7年 9月 19日（金） 
 
 
 
 
 

竹富町アピアランスケア支援事業スタート！ 

がん治療に伴う外見の変化（髪の毛・乳房など）に対応するため、
ウイッグや乳房補正具の購入費用を助成する制度が始まりました 

◆内容 
・対象：ウイッグ、乳房補正具 
・助成額：上限 2万円（1人につき各 1回まで） 
・対象期間：令和 7年 4月 1日以降の購入分 
・申請：健康つくり課 
 
この制度は、昨年議会で提案し必要な方に支援が届く制度として
実現しました。 

 

応援 

 

 

 

 

第 2回 

  島恋イベント in 小浜島 
前回西表島で大好評だった「島恋

イベント」が、今年は小浜島で開催

されます! 

島で出会いと交流を楽しむ 1 日。 

ぜひご参加ください。 
 
   日時：2025年 11月 15日 

     11：30～19：00 

   場所：小浜島 

   申込：竹富町観光協会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

政務活動費の導入が 
決まりました！ 
 
議会活性化委員会で 3回にわた

り議論を重ね、町民アンケートの

ご意見も踏まえて、政務活動費

の制度が決まりました、 

町民の皆様からは賛否両論の声

がありましたが、特に多かったの

は「使途の透明化」への要望で

す。そのため、使い道をはっきり

させ領収書で公開するなど透明

性を徹底していきます。 

この制度を活用し、議員一人ひと

りが調査研究や政策提案に取り

組むことで、町民の皆様の声を

町政により反映できるよう努めま

す。ご意見、ご協力に心より感謝

申し上げます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農協丸の運航終了を受け、町が新たに貨物船を建造しました。 

運航は地元の 舟浮海運 が担い、令和 7年 11月からの運航開

始を予定しています。 

町民の生活物資を運ぶ大切な 

船として地域を支えていきます。 

 

 

 

 

 

 

町民無料バスがスタート！ 
 

石垣市内で、町民専用の無料バスが運行を開始し

ました。町民の声が形になった新しいサービスです 

 

竹富町多機能型貨物船 

名前は「つむぎ」に決定！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ご意見・ご要望をお寄せください 

小さなことでもお気軽にどうぞ！ 

議会活動に活かします. 

みつもりかつみ 竹富町議会議員 

メール：katsu5.3runa＠ｇmail.com 
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